








Copylight (c) 2007 葛井義憲
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し、彼の「心の奥底の思い」を汲み取るだけの力を有していないと思えた。それらはただ有島を「外界」と調和させ、そこで安住しえる「形」に造りあげる「外部の力」にすぎない。そ らは確かに彼の深奥に訴える力を持ってないのだ。それ故、彼は「外部の力」 、 「外部の標準」 よって「寄木細工」 ように形造られた「私有島」を「あるべき本来の私」と捉えるどころか、忌むべき、誤っ 像だと理解せざるをえなくなった。さらに、そ 形成 彫像に励んだ「模範的なキリスト者、武郎」はこれまでの生活を投げ捨てて、彼の「深奥から湧き起こる全要求」に応じて生きようと決意する。これは有島の信仰道程から表れ べくして表れた当然の帰結であろう。
　
「神の徒」となる上で必要不可欠なシンパシーの耕しは他者の痛みに心を寄せ、その治癒・救済への働きに向かわせるだけでなく 他存在からも期待され 人間となることも武郎におのずと強いていたそこでは、 「外界」が望むような「私（＝有島） 」 なりえても 「何ものにも左右されない私」 「本来あるべき私」にはなり い。しも、有島はこの「本来あるべき私」 「何ものにも左右されない私」形成を第一義として希求する以上 罪を贖い うキリスト教、十字架にのみ立つ信仰生活との訣別 招かねばならない。有島には、 「絶対者なる神」が彼の全人格に関わり、彼を打ち砕いて、否定し、悔い改めを迫りつつ、赦し、愛す存在として表れなかった。また、彼 全存在を揺さぶる霊的体験 神から与えられる「 のちの息吹、甦生風」 （
spiritus sanctus ）も実感することができなかった。彼にとって
の「全能の神」は彼の「本来あるべき私」を形成するための一要素であり、 「私有島 を是認し、 「私有島」に奉仕する存在にすぎなかったようだ。それは言い換えるなら 彼が「絶対者 赦され、生かされ、導かれる」のでなく、彼が「絶対者」を使役し、 「絶対者」を利用するだけだった。彼の 神」は彼の「顧慮の対象なる外界 の「神」であって、彼の心の奥底に深く食い入る 神 でも、彼の心の奥底を激しく揺さぶり、叱り、愛し、語りかける 神」でもなかった。彼は一九一四（大正三）年七月から八月にかけて「小樽新聞」に掲載した「内部生活の現象」でこの思いを痛烈に書き記している。長く煩わしいが、抜き書きする。
お前は教師や聖書から教へられた神と云ふ観念から、お前の理







































立、是れが我々の勉むべき目前の事業ではないか。 （中略）絶対観念に暇乞ひをして、自己に立帰らねばな ぬ。而して我々が皆立帰る事 於て成功 たならば、其上 要求は其時其処に我々を待つて居 であろう。（ 「も一度「二つの道」に就いて」













寄っていた。それは一九一六年の出来事であった。札幌を去って、鎌倉で転地療養中の妻安子が肺結核で一九一六年五月に逝去した。 また、キリスト教への入信を反対した父武が同年一二月に胃癌で亡くなった。妻と父の喪失と彼らへの愛惜。悲哀は大きくなってゆかざるをえなかった。その彼が定稿『惜しみなく愛は奪ふ』 （ 九二〇年）の中で次のように語る。
私は永劫に対して私自身を点に等しいと思ふ。永劫の前に立つ

































さない」ものを彼の「愛の略奪」の外に放逐しようとした。彼は今あるこの「私 を是認し、 そしてこの「私」の拡充、 完成にのみ努める。しかし、肉体を有する「私」は「外界」を際限なく摂取しつづけることが困難である。肉体を有する「私」の容量にも 界がある。また、この肉体を有する「私 は永遠に生存しつづけることもできない
人間は必ずいつか死ぬ。何時か肉体が亡びてしまふ。それを避
けることはどうしても出来ない。然し難者が、私が愛したが故に死なねばならぬ場合、私の個性の成長と自由と 失はれてゐると考へるのは間違つてゐる。それは個性の亡失ではない。肉体の破滅を伴ふまで生長し自由になつた個の拡充を指 てゐるのだ。 （中略）愛したものゝ死ほど心安い潔い死はない。その他の死は凡て苦痛だ。それは他 為めに自滅するのではない。自滅するものゝ個性は死の瞬間に最上 成長 達してゐるのだ。即ち人間 て奪ひ得る凡て ものを奪ひ取つてゐるのだ。 　　　
（同書、 一八四頁）
　
「私」の消滅と「私」の容量の限界は紛れもない厳然たる事実として存在するとき、 有島はこの状況下で、 死の時点を 「私」 の容量の飽和、すなわち、 「私」の完成である「本来のあるべき私」の成就のときだと考えた。彼は を偏愛するとともに絶対化し、そして「外界を「私」の「奴婢」とした。それ故、 「存在する私」の消失は否定しえない事実としてありえても、彼はそれを容認して、自然に時 流れる下で消え去るのを承認 こと できなかった。彼は自らが「外界」を飲み尽して獲得した「本来のあるべき私」成就を自らの存在の終焉と同一視していた。彼は「本来のあるべき私」希求 とで、いつしか「時間」さえも 外界」の事物と見なしてしまったのである。















（ 「宣言一つ」 （ 『有島武郎全集』第九巻所収） 、九頁）
　





（ 「独断者の会話」 （ 『有島武郎
全集』第五巻所収） 、五〇八頁）
と書き記している。彼は「私」の内奥に
確かにひそむ 「空虚」 を見つけ 。彼はこれまで 「本来のあるべき私」を求めて「相対界」を彷徨し づけ 。 かし、唯一信頼できる確かな存在の「私」の奥底で 感が漂いだし、 も その「私」を蝕んでいた。
　
有島は札幌独立教会退会後、 「相対界」にとどまることを決意しな
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